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① サンドイッチ円筒胴体のスキン部を構成する薄板 CFRP 円環の剛性評価試験 























Frame1 296.1 300 30 2.0 
Frame2 295.9 300 30 2.0 
Frame3 295.8 300.4 30 2.0 
図１ CFRP 円環 
表２ CFRP シート材の物性値 
 
  
0° 90° 0° 90°
UD P3252S-25 134 8.4 - - 4.5
UD P3252S-10 134 8.4 - - 4.5
Cross F6151B-05P 62.7 62.7 - - -
Fiber name Material name
Plane young's modulus
「GPa]











荷重は円環に垂直に作用させ，クロスヘッドの変位速度を 2 mm/min で制御した．変位量は，弾
性変形範囲内を想定し，円環直径の 1 %となる 3 mmまでとした． 
 
図２ CFRP 円環圧縮試験の概要図 
２－３．試験結果と考察 
圧縮試験により得られたそれぞれの試験片に対する荷重と変位の関係を用いて，式(1), (2)に示
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約 0.5 Nとなる位置での変位量と，式(1), (2)を用いて計算されたヤング率のまとめを表４に示す． 
   







表４の結果より，本実験により得られた CFRP 円環のヤング率は約 16.093 GPaとなった．また
表２，３に示すスキン部を構成する CFRP シートの物性値と積層構成を元に，本試験に対応する










Load[N] Displacement[mm] Young's modulus[GPa]
Frame1 0.4905 0.7416 15.939
Frame2 0.5594 0.8283 16.275










荷重値はロードセルで計測し，解析との比較も視野に入れて 0 ～ 10,000 Nまでを 1,000 N刻み
で負荷した．また，ヒステリシス特性を把握するために，10,000 Nから 1,000 N刻みで除荷し，除
荷過程も計測した．負荷後に安定した状態を確認した上で，ひずみと先端変位をひずみゲージと
ダイヤルゲージによって計測した． 
サンドイッチ円筒 700 mmに対するひずみゲージの貼付け位置を図５に示す．固定端側から 35, 
75, 350 mmの位置に対して，円周方向の内側と外側に 90度位相で 4 か所，計 24 chで計測した． 
 
 





























(a) 35 mm 
  
(b) 75 mm 
  
(c) 350 mm 
図６ 静荷重試験における荷重とひずみの関係 
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の位置では，円筒内側と外側の計測結果の違いや圧縮側（位相：0 °）と引張側（180 °）で得ら
れたひずみの大きさの違いなど，考察のためにはより詳細な計測が今後必要である． 
 
